
横浜市磯子区精神障害者生活支援センター 令和５年度事業計画書 

 

新型コロナウイルス感染症の流行により社会の様々なところに影響が出ています。磯子区生活

支援センターでは、これまでの生活様式が変化する中でも精神障害のある方々が地域の中で安心

して生活できるよう、また自立と社会参加の促進を図るために、相談支援、生活支援サービスの

提供、フリースペースの提供等各種事業や当事者活動への支援を通して精神障害のある方一人ひ

とりのリカバリーに資することを目指していきます。 
共生社会の実現に向けた国の動向に即し、横浜市においても各区の特色に応じた地域生活支援

拠点の面的整備、精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築が急務となっている中、

そうした地域体制構築に向けた取り組みへ積極的に参画していきます。またサービス等利用

計画の作成等を行う計画相談支援事業など個別支援に係る業務も引き続き実施することにより

利用者支援の充実強化を図ります。 
 

【令和５年度に重点的に取り組む事業】 

 上記の方針に基づき、以下の事業を重点的に実施します。 

１ 重層的な相談支援体制の構築  

（１）基幹相談支援センター・区福祉保健センター等との協働  

第４期磯子区地域福祉保健計画の基本理念「誰もが幸せに暮らせるまちをみんなで

めざす」のもと、精神障害にも対応した地域包括ケアシステム、地域生活支援拠点の

構築など多くの課題が重なり合い検討が進められているところです。基幹相談支援セ

ンター、区福祉保健センター等と協働し、それぞれがバラバラでなく、皆で一つの共

生社会を作っていくという認識を揃え、区自立支援協議会を中心とした多様なネット

ワークのなかで、それぞれの強みを活かし、また相互に補い合うような形で磯子区の

精神保健福祉に係る相談支援体制を牽引していくこととしています。こうした取り組

みに引き続き積極的に関与し、磯子区の精神保健福祉の土台を築いていきます。 

（２）相談支援の充実 

指定特定相談支援事業、指定一般相談支援事業、自立生活援助事業、自立生活アシ

スタント事業、基本相談支援等の各相談支援事業に引き続き取り組むと共に、それぞ

れの機能をより有機的に連動することにより、個々の多様なニーズに応じた切れ間の

ない支援の展開を行います。また、ご本人らしい地域生活を支える各種サービス等が

協働し合い機能的に役割を担っていけるように積極的に働きかけます。 

（３）地域や関係機関との連携 

当事者が地域の中でより暮らしやすい社会を目指して、精神障害について広く地域の 
方々に理解を深めてもらうため、日常的に地域の会合や行事などに参加するなど、関係機

関・団体や住民の方などと、これまで以上に連携や交流を積極的に行いながら精神保健福

祉に関する普及啓発に取り組みます。また、身近な相談機関として、地域の関係機関等

とも連携して早めの相談支援につながるよう取り組みます。これらの取り組みを通じて

地域に開かれた生活支援センターとして当事者の支援はもとより、地域の課題などを早



期に把握し地域支援体制づくりに貢献できるよう努めます。 
 

【実施事業】 

 １ 相談支援 

 （１）基本相談支援 

継続的な支援を提供する方については、必要に応じ「個別支援計画」を作成して関

係機関同士で支援方針を共有します。地域の身近な相談の場である一時相談支援機関

として、多様な相談を柔軟に受け、必要な支援につなげます。 

（２）計画相談支援事業 

障害者総合支援法内のサービスを利用する当事者の希望に応じ、「サービス等利用 

計画」の作成やモニタリングを通して適切なサービス提供を活用し、希望する生活が

実現できるよう支援します。 

（３）地域相談支援事業、横浜市退院サポート事業 

精神科病院に入院している方に対して、入院が長期化しないように病院を訪問し、

退院に向けた支援を行います。退院後も安心して地域での生活を送ることができるよ

う、関係機関と連携して支援します。また、入院している方・医療従事者など関係者

の方を対象とした普及啓発活動を行います。 

（４）自立生活援助事業、自立生活アシスタント 

地域で生活する精神障害者が安定した生活を送ることができるよう、訪問による生

活支援や家族・近隣・職場等との連絡調整を適時、的確に行います。また、当該障害

者の地域生活を支えるために、関係機関と連携して支援を行います。 

 

２ 地域や関係機関との連携 

（１）各種会議の開催・参画 
運営連絡会の開催や区自立支援協議会、関係機関との連絡会議などに積極的に参画し、

地域課題の把握や情報を共有して課題解決を図ります。 
（２）地域ケアプラザとの連携 

区内の各地域ケアプラザと連携して地域住民や高齢者支援機関等に対し、「精神障害

に関する理解」を広めるとともに「生活支援センターの機能の周知」を図ります。 

（３）ボランティアとの連携 

当事者が社会とのつながりを持てるよう、プログラムや自主活動への参加を通じて

ボランティアとの連携を図ります。 

 

 ３ 当事者との協働 

各事業を通じてピアサポーターや精神障害を有する人の活躍できる環境の整備につ

いて考え取り組むとともに、ピアサポートの在り方がよりよい社会資源の一つとして

広がっていくための企画や活動等に地域や関係機関と連携しながら積極的に参画して

いきます。 



 

４ 場の提供 

感染対策を徹底したうえで、当事者に「快適に過ごせる場」を提供するとともに「各

種プログラム」や「サークル活動の場」を提供します。参加者一人ひとりが、事業を通

し主体的に取り組むことで、自分らしさを発揮できるよう、ボランティア、関係機関と

連携を図りながら取り組みます。 

 

５ 各種サービスの提供 

利用者が地域生活を継続することができるように、感染対策を徹底したうえで、夕食、

入浴、ランドリー、インターネット・印刷等、各種の生活支援サービスを適切に提供し

ます。 

    

 ６ 家族支援 

（１）なぎさ会（家族会）定例会等への参加 

定例会等に参加し、情報提供のほか、ニーズの抽出を図り、必要に応じて個別支援

を展開します。 

（２）統合失調症家族教室の開催 

精神疾患に対する理解を深めるとともに、家族会と連携しながら対応等について学

ぶ機会を提供します。 

 

７ 広報・啓発 

（１）「文化祭」の開催 

新型コロナウイルス感染症の発生状況と新しい生活様式を踏まえながら、屏風ヶ浦

地域ケアプラザと共催のイベントを行い、「精神障害に関する理解」を広めるとともに

「生活支援センターの機能の周知」を図ります。 

（２）「生活支援センターだより」 

生活支援センターだよりを毎月発行し、市内の関係機関などに配布します。また、

ホームページ上でも閲覧できるようにします。 

 

８ 事故対策・安全管理 

（１）事故の発生を未然に防ぐため、日頃から安全管理意識を高め、事故等の緊急時には、

整備している「安全管理マニュアル」に基づき、迅速かつ的確な対応を行います。 

（２）屏風ヶ浦地域ケアプラザと共同で防災訓練を年２回程度、実施します。 

 （３）横浜市との協定に基づき災害時の地域の福祉避難所として機能します。 

 

９ 個人情報管理 

当財団の定める「財団の保有する個人情報の保護に関する規程」に則り、個人情報の

保護とリスクマネジメントの徹底により利用者に信頼と安心を提供します。個人情報の



適切な取り扱いに関する財団の行う職員研修に参加するなど、個人情報保護の意識を高

める取り組みを行います。 

日々の業務においては、登録者台帳等、個人情報があるパソコン、外部記録媒体、書

類等は、業務終了時に書庫内に収納し、施錠します。防災上の必要が生じた場合は、登

録時に徴取した個人情報を持ち出せるよう常に整備しておきます。 

 

10 人材育成・資質向上 

当生活支援センター職員は、常に精神障害者の意思及び人格を尊重して常に利用者の

立場に立ったサービスの提供に努めるため、研修にも積極的に参加し、資質の向上に努

めます。 

また、令和２年度からは一般職員全員を対象にＭＢＯ（目標によるマネジメント）を

実施し、上司と部下が目標や取組内容を共有して業務を遂行し、達成状況を評価するこ

とによって、職員の成長と人材育成につなげています。令和５年度も継続して実施しま

す。 

さらに、日々の職員の申し送り時や月１～２回実施する職員会議において、利用者の

状況を把握し、必要に応じケースカンファレンスの開催や個別支援計画の作成を行いま

す。 

    

11 苦情の解決 

当生活支援センターでは、提供したサービスに関する利用者や家族等からの苦情につ

いては苦情受付の窓口を設置し、迅速で適切な解決を図ります。また、利用者ミーティ

ングの開催やフリースペースに設置している意見箱等を通じて、利用者からの意見に耳

を傾けて、生活支援センターの運営に反映させます。 
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